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二
〇
一
六
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
の
県
内
行
進
は
、
「
能
登
コ
ー
ス
」
が

六
月
一
二
日
輪
島
市
を
起
点
に
一
七
日
内

灘
町
ま
で
、
「
富
山
＝
広
島
コ
ー
ス
」
が
一

八
日
富
山
県
境
・
九
折
で
富
山
県
か
ら
横
断

幕
を
受
け
取
り
、
二
四
日
福
井
県
吉
崎
で
福

井
県
に
引
き
継
ぐ
行
程
で
す
。 

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会
で
は
、

五
月
に
実
施
し
た
「
二
〇
一
六
年
度
平
和
事

業
に
関
す
る
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
結

果
」
（
前
号
に
同
封
）
を
各
自
治
体
総
務
課

 

       に
直
接
届
け
る
こ
と
も
含
め
て
今
年
も
平

和
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
深
か

っ
た
と
こ
ろ
を
報
告
し
ま
す
。 

【
能
登
コ
ー
ス
】 

◎
初
日
は
輪
島
市
役
所
に
三
二
人
が
集
合
。

観
光
客
で
賑
わ
う
朝
市
通
り
を
行
進
し
ま

し
た
。
事
前
に
一
〇
〇
店
舗
程
あ
る
朝
市
の

お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
を
配
布
し
て
あ
る
た
め
、
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
か
ら
行
進
参
加
者
に
次
々
と
声
が
か

か
り
、
署
名
は
一
三
〇
筆
も
集
ま
り
ま
し
た
。

平
和
行
進
の
長
年
の
実
績
と
期
待
の
大
き

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

◎
穴
水
町
は
今
年
は
じ
め
て
役
場
ロ
ビ
ー

で
「
原
爆
と
人
間
」
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
五
月
半
ば
に
平
和
行
進
実
行
委
員
会

が
「
原
爆
と
人
間
展
」
未
開
催
の
穴
水
町
に

パ
ネ
ル
の
貸
し
出
し
を
提
案
し
、
了
解
さ
れ

た
も
の
で
す
。
穴
水
町
は
本
年
四
月
に
平
和

首
長
会
議
に
加
盟
し
て
お
り
、
町
民
対
象
の

平
和
事
業
と
し
て
六
月
六
日
か
ら
一
三
日

ま
で
町
主
催
で
パ
ネ
ル
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

                              

1面   2016年国民平和大行進・参加レポート 
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4面   県内全市町が平和首長会議に加盟 

 

             

    

    

5面   ヒバクシャ国際署名をすすめる石川の会 
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非
核
五
項
目 

非核・いしかわ 
事務局／石川民医連労働組合気付 

〒920-0848金沢市京町28-8  ℡076-251-0014 

郵便振替口座00760-0-15689 会報込年会費3000円 

 2016 年 7 月 20 日 月刊第 216 号 発行／非核の政府を求める石川の会 

① 全人類共通の課題として核戦争防止、核兵器廃絶の実現を求める 

② 国是とされる非核三原則（つくらず、もたず、もちこませず）を厳守する 

③ 日本の核戦場化へのすべての措置を阻止する 

④ 国家補償による被爆者援護法を制定する 

⑤ 原水爆禁止世界大会のこれまでの合意にもとづいて国際連帯を強化する 

 

二
〇
一
六
年
原
水
爆
禁
止 

国
民
平
和
大
行
進 

参
加
レ
ポ
ー
ト 神

田
順
一 

 

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会 

が
「
平
和
事
業
に
関
す
る
自
治
体 

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
開
始
し
た
二
〇 

一
二
年
度
は
、
県
内
加
盟
都
市
は 

五
ヵ
所
だ
け
だ
っ
た
が
、
当
会
か
ら

の
働
き
か
け
と
平
和
首
長
会
議
か
ら
の
呼
び
か

け
に
よ
り
、
毎
年
加
盟
が
着
実
に
増
え
、
本
年

七
月
一
日
付
の
加
賀
市
と
能
美
市
の
加
盟
に
よ

り
、
県
内
自
治
体
の
一
〇
〇
％
加
盟
が
実
現
し

ま
し
た
▼
二
〇
一
六
年
度
平
和
事
業
に
関
す
る

自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
加
賀
市
は
「
加
盟

す
る
こ
と
と
し
、
手
続
き
を
す
す
め
て
い
る
」
、

能
美
市
は
「
平
成
二
八
年
度
中
に
加
盟
す
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
両
市
と
も
五
月
下
旬
に
加

盟
申
請
し
、
平
和
首
長
会
議
の
承
認
待
ち
に
な

っ
て
い
ま
し
た
▼
平
和
首
長
会
議
は
二
〇
二
〇

年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
て
お
り
、
加

盟
後
の
活
動
例
と
し
て
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の

交
渉
開
始
等
を
求
め
る
市
民
署
名
活
動
の
展

開
」「
広
島
・
長
崎
の
被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
活

動
及
び
各
自
治
体
に
お
け
る
平
和
活
動
の
実
施

と
報
告
」
等
を
提
唱
し
て
い
ま
す
▼
今
年
の
平

和
事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
は
、
平
和
首
長

会
議
に
加
盟
し
て
い
て
も
〝
当
該
予
算
ゼ
ロ
〟

〝
平
和
事
業
の
計
画
な
し
〟
の
自
治
体
が
散
見

さ
れ
ま
す
。
こ
の
度
の
県
内
自
治
体
の
一
〇

〇
％
加
盟
を
契
機
に
、
当
会
で
は
引
き
続
き
、

全
て
の
自
治
体
に
お
け
る
非
核
・
平
和
行
政
の

拡
充
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。
（
か
） 

 

毎年、輪島市から行進をスタート 

http://hikakuishikawa.com/wp/wp-content/uploads/2016/06/2016年度平和事業　自治体アンケート集計結果（ＨＰ用）.pdf
http://hikakuishikawa.com/wp/wp-content/uploads/2016/06/2016年度平和事業　自治体アンケート集計結果（ＨＰ用）.pdf
http://hikakuishikawa.com/wp/wp-content/uploads/2016/06/2016年度平和事業　自治体アンケート集計結果（ＨＰ用）.pdf
http://hikakuishikawa.com/wp/wp-content/uploads/2016/06/2016年度平和事業　自治体アンケート集計結果（ＨＰ用）.pdf
http://hikakuishikawa.com/wp/wp-content/uploads/2016/06/2016年度平和事業　自治体アンケート集計結果（ＨＰ用）.pdf
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な
お
、
珠
洲
市
も
同
様
に
パ
ネ
ル
の
貸
し

出
し
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
市
主
催
の
パ
ネ

ル
展
の
開
催
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

◎
中
能
登
町
の
平
和
行
進
・
歓
迎
集
会
は
、

杉
本
栄
蔵
町
長
が
毎
年
必
ず
参
加
さ
れ
、
町

長
メ
ッ
セ
―
ジ
を
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
杉
本
町
長
と
甲
部
昭
夫
議
長
は
じ
め

二
一
人
の
職
員
の
み
な
さ
ん
に
出
迎
え
て

い
た
だ
き
、
平
和
行
進
ペ
ナ
ン
ト
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
募
金
（
被
爆
者
・
連
帯
救
援
募
金
）
、

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
行
進
参
加
者
は
一
五
人
。 

 

 

【
富
山
＝
広
島
コ
ー
ス
】 

◎
国
民
平
和
大
行
進
で
は
昨
年
か
ら
「
国
際

青
年
リ
レ
ー
行
進
」
の
た
す
き
が
全
国
一
一

コ
ー
ス
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は

「
富
山
＝
広
島
コ
ー
ス
」
で
は
こ
の
た
す
き

は
二
本
で
し
た
が
、
今
年
は
五
本
用
意
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
行
進
に
参
加
す
る
青
年
を
増

や
し
、
青
年
に
行
進
を
リ
ー
ド
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
期
待
が
あ
る
た
め
で
す
。 

◎
野
々
市
市
役
所
前
で
開
い
た
出
発
式
に

は
二
二
人
が
参
加
。
野
々
市
市
か
ら
粟
貴
章

市
長
、
早
川
彰
一
市
議
会
議
長
の
激
励
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
長
と
議
長
が
揃
っ

て
出
発
式
に
参
加
し
、
挨
拶
さ
れ
る
の
は

野
々
市
市
だ
け
で
す
。 

 

◎
川
北
町
主
催
に
よ
る
「
原
爆
と
人
間
」
パ

ネ
ル
展
が
今
年
初
め
て
実
現
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
平
和
行
進
実
行
委
員
会
が
五
月
半
ば

に
川
北
町
を
訪
問
し
た
際
に
「
原
爆
と
人
間
」

パ
ネ
ル
の
貸
し
出
し
を
提
案
し
、
受
け
入
れ

ら
れ
た
も
の
で
す
。
六
月
二
二
日
午
前
九
時
、

平
和
行
進
の
参
加
者
一
二
人
が
副
町
長
と

の
懇
談
の
た
め
川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
た
と
き
ま
で
パ
ネ
ル
展
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
行
進
参
加
者
と
の
懇
談
で
は
、

教
員
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
副
町
長
か
ら
川
北
中
学

校
が
二
〇
数
年
前
か
ら
広
島
へ
の
修
学
旅

行
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
や
被
爆
の
実
相

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
語
ら
れ
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

◎
川
北
町
役
場
を
午
前
九
時
半
に
出
発
し
、

能
美
市
役
所
に
到
着
し
た
の
は
丁
度
一
〇

時
半
で
す
。
能
美
市
の
歓
迎
集
会
に
は
毎
年

た
く
さ
ん
の
職
員
の
参
加
が
あ
り
、
今
年
は

五
〇
人
余
の
職
員
が
朝
礼
の
よ
う
に
参
列

し
て
出
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
能
美
市

と
加
賀
市
の
平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟
が

七
月
一
日
付
で
承
認
さ
れ
、
県
内
自
治
体
の

一
〇
〇
％
加
盟
が
実
現
し
ま
し
た
。 

 

◎
小
松
市
役
所
で
は
毎
年
六
月
の
平
和
行

進
の
時
期
に
「
非
核
平
和
宣
言
都
市
・
こ
ま

つ
」
の
懸
垂
幕
を
掲
出
し
て
い
ま
す
。
長
さ

が
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な
懸
垂
幕
が

今
年
は
六
月
一
六
日
か
ら
二
三
日
ま
で
掲

出
さ
れ
ま
し
た
。
六
月
二
二
日
に
公
示
さ
れ

た
「
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
」
と
「
非
核
平

和
宣
言
都
市
・
こ
ま
つ
」
の
懸
垂
幕
が
並
ん

で
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
市
役
所
内
で
の
期
日

前
投
票
所
に
多
く
の
市
民
が
訪
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

◎
最
終
日
の
加
賀
市
で
の
平
和
行
進
と
福

井
県
へ
の
引
き
継
ぎ
式
に
は
、
金
沢
市
は
じ

め
他
の
市
町
在
住
者
も
応
援
に
駆
け
付
け

ま
す
。
六
月
二
四
日
の
平
和
行
進
に
は
一
七

人
、
引
き
継
ぎ
式
に
は
送
迎
も
兼
ね
て
約
三

〇
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
非

核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会
会
員
七
人

が
加
賀
市
役
所
か
ら
福
井
県
吉
崎
ま
で
の

全
行
程
を
行
進
し
ま
し
た
。 

 

◎
行
進
参
加
者
が
福
井
県
吉
崎
に
到
着
し

た
の
は
午
前
一
一
時
半
。
拍
手
で
迎
え
て
い

た
だ
い
た
福
井
県
行
進
団
へ
の
引
き
継
ぎ

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
継
ぎ
式
に
は
石

杉本栄蔵町長（右）から 

行進ペナントを受け取る 

粟貴章市長(右)から「ヒバク

シャ国際署名」等を受け取る 

能美市の歓迎集会には毎年たくさ

んの職員の参加がある 

最終日の行進に参加した本会会員 小松市役所に掲出

された懸垂幕 
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川
県
か
ら
約
三
〇
人
、
福
井
県
か
ら
約
五
〇

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
福
井
県
に
引
き

継
い
だ
も
の
は
「
富
山
＝
広
島
コ
ー
ス
」
の

横
断
幕
、
「
国
際
青
年
リ
レ
ー
行
進
」
の
た

す
き
五
枚
。
こ
の
外
、
全
日
本
年
金
者
組
合
、

全
国
商
工
団
体
連
合
会
、
日
本
医
療
労
働
組

合
連
合
会
、
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
、
全
国

勤
労
者
山
岳
連
盟
な
ど
の
団
体
旗
で
す
。 

 

全
国
一
一
コ
ー
ス
あ
る
横
断
幕
は
各
都

道
府
県
・
各
自
治
体
を
網
の
目
の
よ
う
に

（
横
に
つ
な
ぐ
も
の)

、
今
年
五
本
に
増
や

さ
れ
た
「
国
際
青
年
リ
レ
ー
行
進
」
の
た
す

き
は
各
地
域
で
の
平
和
行
進
の
世
代
間
継

承
（
縦
に
つ
な
ぐ
）
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。 

 

（
本
会
事
務
局
長
） 

【
編
集
部
よ
り
】 

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会
Ｈ
Ｐ

（h
ttp

://h
ik

a
k

u
ish

ik
a

w
a

.co
m

/

）
に
今

年
の
平
和
行
進
・
県
内
コ
ー
ス
の
参
加
レ
ポ

ー
ト
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

   

 

米
国
の
「
拡
大
抑
止
」
は 

核
兵
器
使
用
が
前
提 

被
爆
七
〇
年
、
二
〇
一
五
年
に
開
か
れ
た

第
九
回
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討

会
議
や
第
七
〇
回
国
連
総
会
の
論
議
は
、
核

兵
器
が
人
類
と
共
存
で
き
な
い
非
人
道
兵

器
で
あ
り
、
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
た
め
の
法

的
措
置
を
求
め
る
声
が
、
国
際
政
治
で
も
圧

倒
的
多
数
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
核
保

有
国
と
「
核
の
傘
」
に
依
存
す
る
国
々
は
、

核
兵
器
禁
止
の
法
的
措
置
を
求
め
る
国
際

的
な
流
れ
を
妨
害
し
て
い
る
。
日
本
政
府
は
、

二
〇
一
五
年
四
月
に
合
意
し
た
「
日
米
防
衛

協
力
の
た
め
の
指
針
（
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」

で
、
米
国
の
「
拡
大
抑
止
」
（
い
ざ
と
い
う

場
合
の
核
兵
器
使
用
）
を
求
め
る
立
場
を
明

記
し
、
米
国
の
「
核
の
傘
」
へ
の
依
存
を
強

め
て
い
る
。 

戦
争
法
廃
止
と 

「
核
抑
止
力
」
依
存
か
ら
の
離
脱 

安
倍
内
閣
が
四
月
一
日
に
閣
議
決
定
し

た
「
憲
法
は
核
兵
器
を
禁
止
せ
ず
」
の
政
府

答
弁
書
は
、
戦
争
放
棄
と
戦
力
の
不
保
持
、

交
戦
権
を
否
定
し
た
憲
法
九
条
を
全
否
定

す
る
き
わ
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
核
戦
争
も
含
む
米
国
の
海
外
で
の

戦
争
に
加
担
す
る
「
国
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
の
が
安
倍
内
閣
の
戦
争
法
＝
安
保
法
制

の
本
質
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
戦
争
法
を
廃

止
す
る
政
権
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
戦
争
法

の
根
底
に
あ
る
「
核
抑
止
力
」
依
存
を
も
問

う
こ
と
に
な
る
。
戦
争
法
廃
止
と
、
「
核
抑

止
力
」
依
存
か
ら
離
脱
し
て
核
兵
器
禁
止
・

廃
絶
を
求
め
る
日
本
を
つ
く
る
―
―
非
核

の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会
の
出
番
で
あ

る
。 安

倍
政
権
の
明
文
改
憲
を 

阻
止
す
る
た
め
に 

安
倍
政
権
は
、
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
戦
力
不
保
持
を

規
定
す
る
憲
法
九
条
二
項
の
削
除
、
首
相
の

権
限
強
化
や
国
民
の
権
利
を
制
限
す
る
「
緊

急
事
態
条
項
」
の
創
設
な
ど
、
明
文
改
憲
を

策
動
し
て
お
り
、
夏
の
参
議
院
選
挙
で
憲
法

改
正
の
発
議
に
必
要
な
改
憲
派
三
分
の
二

以
上
の
議
席
を
め
ざ
し
て
い
る
。 

七
月
一
〇
日
投
開
票
の
参
議
院
選
挙
は
、

安
倍
政
権
の
戦
争
法
の
発
動
、
明
文
改
憲
を

阻
止
し
、
戦
争
法
の
廃
止
と
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤
回
の
展
望
を
切

り
開
く
重
要
な
国
政
選
挙
と
な
る
。
戦
争
法

廃
止
を
求
め
る
大
き
な
国
民
運
動
が
野
党

を
動
か
し
、（
安
倍
政
権
VS
野
党
共
闘
）
と

い
う
分
か
り
や
す
い
対
決
構
造
が
生
ま
れ

て
い
る
。
市
民
と
野
党
が
共
同
し
て
参
院
選

統
一
候
補
の
勝
利
の
た
め
全
力
を
挙
げ
よ

う
。 

 

米
軍
基
地
の
存
在
は
抑
止
力
か
？ 

六
月
五
日
投
開
票
の
沖
縄
県
議
選
挙
で

は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
〔
宜
野
湾
市
〕
の

名
護
市
辺
野
古
移
設
に
反
対
す
る
候
補
が

議
席
を
増
や
し
、
過
半
数
を
維
持
し
た
。
沖

縄
の
た
た
か
い
は
安
倍
政
権
の
「
戦
争
を
す

る
国
づ
く
り
」
に
対
峙
し
て
い
る
。 

「
沖
縄
新
基
地
反
対
は
、
こ
れ
は
核
兵
器
を

め
ぐ
る
抑
止
力
論
と
も
相
通
ず
る
、
抑
止
力

論
批
判
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
う
議
論
を
前
に
押
し
出
し
て
い
く
中

で
こ
そ
、
こ
の
戦
争
法
廃
止
の
運
動
も
成
し

遂
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。」（
二
〇
一
六
年
一
月
一
一
日
、
非
核

の
政
府
を
求
め
る
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
『
戦

争
法
』
推
進
と
『
核
抑
止
力
』
依
存
」
で
の

小
澤
隆
一
・
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
教
授
の

発
言
） 

 

原
発
に
固
執
す
る
ね
ら
い
は 

〝
潜
在
的
抑
止
力
〟 

安
倍
政
権
が
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
閣
議

決
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、
原
発

を
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置

づ
け
、
二
〇
一
五
年
七
月
に
決
定
し
た
長
期

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
見
通
し
は
、
二
〇
三
〇
年

度
の
発
電
電
力
量
の
う
ち
二
〇
％
～
三

〇
％
を
原
発
で
賄
う
と
し
て
い
る
。
福
島
第

一
原
発
事
故
後
、
自
民
党
の
石
破
茂
幹
事
長

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会 

二
〇
一
六
年
度
活
動
方
針
（
要
点
） 

 

引継ぎ地点の福井県吉崎まで

あと少し 

http://hikakuishikawa.com/
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（
当
時
）
は
「
日
本
は
核
を
持
つ
べ
き
と
は

思
わ
な
い
、
だ
が
作
ろ
う
と
思
え
ば
い
つ
で

も
作
れ
る
、
一
年
以
内
に
作
れ
る
、
そ
れ
は

ひ
と
つ
の
抑
止
力
で
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
を
本
当
に
放
棄
し
て
い
い
で
す
か
？
」
と

発
言
し
て
い
る
（
二
〇
一
一
年
八
月
一
六
日
、

テ
レ
ビ
朝
日
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
）
。 

原
発
に
固
執
す
る
安
倍
政
権
の
真
の
狙

い
は
、
〝
潜
在
的
核
抑
止
力
〟
で
す
。
核
兵

器
と
原
発
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
り
、
共
に

廃
絶
し
ま
し
ょ
う
。 

 

(

一)
 

非
核
・
平
和
行
政
の
発
展
の
た
め
の
自

治
体
へ
の
働
き
か
け 

◎
「
非
核
・
平
和
行
政
に
関
す
る
自
治
体
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
継
続
実
施
し
、
集
計
結
果
は

会
報
及
び
Ｈ
Ｐ
に
公
開
し
ま
す
。 

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に
も
と
づ
き
、
非

核
・
平
和
行
政
に
関
す
る
市
長
・
町
長
と
の

懇
談
や
自
治
体
訪
問
・
取
材
を
継
続
実
施
し

ま
す
。 

◎
二
〇
一
六
年
四
月
に
発
行
し
た
『
非
核
・

平
和
の
自
治
体
づ
く
り
』
を
活
用
し
、
平
和

首
長
会
議
未
加
盟
自
治
体
に
は
加
盟
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
自
治
体
に
被
爆

体
験
の
継
承
と
普
及
、
「
被
爆
者
連
名
に
よ

る
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」
へ
の
賛
同
な
ど

非
核
平
和
行
政
の
拡
充
を
働
き
か
け
ま
す
。 

 

（
二
）
原
子
力
政
策
の
学
習
な
ど
行
い
、
他

の
非
核
・
平
和
運
動
と
の
連
帯 

◎
今
年
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か

ら
三
〇
年
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
五
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
安
倍
政

権
の
原
発
再
稼
働
あ
り
き
の
「
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
」
へ
の
批
判
を
強
め
、
原
発
に

依
存
し
な
い
社
会
を
め
ざ
し
、
原
発
ゼ
ロ
を

も
と
め
る
運
動
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。 

◎
北
陸
電
力
志
賀
原
発
の
再
稼
働
に
反
対

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換

を
求
め
る
取
り
組
み
に
参
加
し
ま
す
。
ま
た

福
井
県
に
あ
る
高
浜
原
発
及
び
大
飯
原
発

の
再
稼
働
反
対
運
動
に
つ
い
て
も
支
援
を

行
い
ま
す
。 

 

（
三
）
安
倍
政
権
に
よ
る
「
戦
争
す
る
国
づ

く
り
」
を
阻
止
し
、
核
兵
器
廃
絶
と
非

核
・
平
和
の
日
本
を 

◎
安
保
法
制
の
廃
止
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
の
閣
議
決
定
を
撤
回
す
る
政
権
づ

く
り
の
た
め
、
国
政
選
挙
で
の
野
党
共
闘
、

統
一
候
補
の
擁
立
を
め
ざ
す
市
民
団
体
と

の
協
力
・
共
同
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。 

◎
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本

被
団
協
）
が
提
唱
し
た
「
被
爆
者
連
名
に
よ

る
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」
に
賛
同
し
、
署

名
活
動
を
推
進
し
ま
す
。 

◎
二
〇
一
六
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
と
世
界
大
会
、
日
本
平
和
大
会
の
成
功

を
め
ざ
し
ま
す
。
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
in

広
島
（
八
月
四
日
～
六
日
）
及
び
日
本
平
和

大
会
in
三
沢
（
一
〇
月
二
二
日
～
二
三
日
）

に
代
表
派
遣
し
ま
す
。 

 

（
四
）
被
爆
の
実
相
の
普
及
、
被
爆
者
と
の

連
帯
強
化 

◎
核
兵
器
の
非
人
道
性
、
被
爆
の
実
相
を
次

の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
は
、
「
核
抑
止
力
」

論
を
打
破
し
、
核
兵
器
廃
絶
の
世
論
と
運
動

を
ひ
ろ
げ
る
う
え
で
特
に
重
要
で
す
。 

◎
石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会
発
行
『
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ 

あ
の
日
、
あ
の
時
、
そ

し
て
今
』
の
普
及
に
協
力
し
ま
す
。 

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め

る
会
の
漫
画
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』『B

a
re

fo
o
t 

G
e
n

』
の
寄
贈
・
普
及
運
動
に
協
力
し
ま
す
。 

◎
反
核
・
平
和
お
り
づ
る
市
民
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会
の
ピ
ー
ス
デ
ー
二
〇
一
六
（
七
月

二
四
日
、
金
沢
市
卯
辰
山
・
平
和
の
子
ら
像

前
）
及
び
「
平
和
の
パ
ネ
ル
展
」
（
原
爆
と

人
間
展
＆
ち
ひ
ろ
の
平
和
パ
ネ
ル
：
八
月
三

日
～
一
七
日
、
石
川
県
庁
一
九
階
展
望
ロ
ビ

ー
）
の
開
催
に
協
力
し
ま
す
。 

◎
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
の

国
連
・
核
兵
器
廃
絶
国
際
行
動
デ
ー
／
映
画

「
ヒ
ロ
シ
マ
、
そ
し
て
フ
ク
シ
マ
」
上
映
会

（
九
月
二
五
日
、
石
川
県
教
育
会
館
ホ
ー
ル
）

の
開
催
に
協
力
し
ま
す
。 

 

（
五
）
会
の
組
織
的
強
化
の
た
め
に 

◎
「
入
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
個

人
会
員
一
五
〇
人
（
実
増
二
〇
人
）
を
目
標

に
会
員
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。 

◎ 

団
体
会
員
の
拡
大
も
二
〇
団
体
（
実
増

四
団
体
）
を
目
標
に
意
識
的
に
追
求
し
ま
す
。 

◎
常
任
世
話
人
会
と
編
集
委
員
会
の
定
期

開
催
を
励
行
し
ま
す
。 

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
・
活
用
。 

◎
活
動
の
発
展
に
伴
う
健
全
財
政
確
保
の

た
め
、
会
員
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
及
び
日
本
平
和
大
会
へ

の
代
表
派
遣
募
金
の
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。 

 

加盟年 自治体名 加盟累計

2008年 野々市市(注） 1

2009年 内灘町、金沢市 3

2010年 珠洲市 4

2011年 七尾市 5

2012年 かほく市 6

2013年 川北町、志賀町、中能登町 9

2014年 津幡町 10

2015年 白山市、羽咋市、宝達志水町、能登町、輪島市 15

2016年 穴水町、小松市、加賀市、能美市 19

県内全ての市町が平和首長会議に加盟

（注）野々市町は2011年11月に野々市市に移行した

(2016年7月1日現在）
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新
た
に
提
起
さ
れ
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
の
被
爆
者
が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国

際
署
名
」
推
進
に
つ
い
て
の
相
談
会
が
、
石

川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会
の
呼
び
か
け
で

六
月
二
七
日
（
月
）
、
金
沢
市
松
ヶ
枝
福
祉

館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
西
本
多

美
子
原
爆
被
災
者
友
の
会
会
長
は
「
オ
バ
マ

大
統
領
の
広
島
訪
問
の
ニ
ュ
ー
ス
は
話
題

に
は
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
地
道
に
運
動

を
進
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
署
名

は
初
め
て
被
爆
者
が
訴
え
る
と
い
う
こ
と

で
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
世
界
で
数
億
人
の

規
模
で
と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
だ

け
で
、
運
動
は
各
地
域
・
組
織
ご
と
に
自
主

的
に
進
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

相
談
会
を
持
ち
ま
し
た
」
と
趣
旨
を
説
明
し

ま
し
た
。 

続
い
て
、
各
団
体
の
取
り
組
み
状
況
を
交

流
し
ま
し
た
。
石
川
原
水
協
は
「
四
月
か
ら

取
り
組
み
を
開
始
し
、
既
に
六
・
九
行
動
を

二
回
実
施
し
た
。
五
月
に
は
県
内
各
自
治
体

を
回
っ
て
職
員
中
心
に
二
八
三
八
筆
、
八
つ

の
自
治
体
の
首
長
・
議
長
の
署
名
も
も
ら
っ

た
。
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
絵
の
入
っ
た
カ
ラ

ー
刷
り
の
署
名
用
紙
が
届
い
た
と
こ
ろ
」
。

石
川
民
医
連
は
「
三
月
の
全
日
本
民
医
連
総

会
で
提
起
さ
れ
、
各
県
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
作
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
厚
紙
Ａ
四
裏
表
、
カ
ラ
ー
刷
り
の
独
自

の
署
名
用
紙
が
届
い
た
ば
か
り
。
本
日
の
県

連
理
事
会
で
論
議
し
て
提
起
す
る
」
。
核
戦

争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
は
「
前
回
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
運
動
以
降
、
毎
年
や
っ

て
い
る
の
で
今
回
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
広
く
諸
団
体
、
個
人
と
し
て
も
参
加
で

き
る
よ
う
な
運
動
に
し
た
い
」
。
そ
の
他
と

し
て
「
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
今
日
の
相

談
会
の
状
況
を
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
た
い
」

「
署
名
用
紙
を
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
」
な
ど

で
、
当
日
欠
席
を
含
め
て
一
〇
団
体
が
参
加

の
意
思
表
示
を
し
ま
し
た
。 

今
後
の
運
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
①

署
名
に
取
り
組
む
団
体
の
調
整
・
連
絡
の
た

め
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
す
す
め
る
石

川
の
会
」
を
作
り
、
集
約
を
石
川
原
水
協
に

お
願
い
す
る
。
②
署
名
用
紙
は
原
水
協
の
も

の
を
取
扱
い
、
団
体
名
は
白
紙
に
し
て
作
り

直
す
。
③
ス
タ
ー
ト
宣
伝
を
七
月
一
六
日

（
土
）
一
三
時
半
～
一
四
時
半
、
武
蔵
が
辻

近
江
町
市
場
側
と
し
て
参
加
者
を
募
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

 
 

（
池
田
治
夫
） 

お
知
ら
せ 

故 

清
水
正
明
医
師
の 

「
原
爆
・
被
爆
絵
画
展
」
ご
案
内 

 

本
紙
二
〇
一
三
年
九
月
号
か
ら
一
三
回

シ
リ
ー
ズ
紹
介
し
た
故 

清
水
正
明
氏
（
輪

島
市
の
元 

清
水
医
院
院
長
）
の
「
原
爆
・

被
爆
絵
画
展
」
が
今
年
も
左
記
の
日
程
で
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
原
爆
被
爆
絵
画
は
、
一
九
四
五
年
八

月
六
日
、
軍
務
と
し
て
広
島
市
で
被
爆
さ
れ

た
清
水
正
明
氏
が
、
被
爆
者
と
し
て
「
語
ら

ね
ば
な
ら
な
い
、
書
き
残
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
の
思
い
で
、
そ
の
被
爆
の
悲
惨
な
状
況
を

描
か
れ
た
一
三
点
の
油
絵
で
す
。
一
九
九
五

年
、
戦
後
五
〇
年
を
機
に
清
水
氏
が
輪
島
市

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

輪
島
市
で
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
や
戦
争
の

悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
伝
え
て

い
く
た
め
に
毎
年
八
月
に
「
原
爆
・
被
爆
絵

画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

記 
日
時 

八
月
九
日
㈫
～
八
月
一
七
日
㈬ 

午
前
九
時
～
午
後
五
時 

会
場 

輪
島
市
文
化
会
館
二
階
展
示
室 

主
催 

輪
島
市
・
輪
島
市
教
育
委
員
会 

◎
こ
の
他
、
輪
島
市
内
各
中
学
校
に
て
八
月

一
日
㈪
～
八
月
七
日
㈰
に
か
け
て
展
示
さ

れ
ま
す
。 

 

 

核
兵
器
禁
止
条
約
制
定
の 

具
体
的
な
交
渉
の
開
始
の
世
論
を 

更
に
大
き
く
！ 

 

中
村
昭
一
常
任
世
話
人
を
派
遣
決
定 

二
〇
一
六
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
㏌

広
島
は
、
八
月
四
日
㈭
か
ら
六
日
㈯
ま
で
広

島
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
非
核
石
川
の
会

は
、
石
川
県
代
表
団
の
一
員
と
し
て
中
村
昭

一
常
任
世
話
人
の
派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

派
遣
費
用
の
募
金
お
礼
と
報
告 

前
号
の
会
報
「
非
核
い
し
か
わ
」
で
派
遣

費
用
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
早
速

一
二
人
様
か
ら
二
五
五
〇
〇
円
の
募
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

 

引
き
続
き 

派
遣
費
用
は
約
六
万
円
の
予
定
で
す
。
何

か
と
も
の
い
り
な
折
か
ら
誠
に
恐
縮
で
す

が
、
引
き
続
き
派
遣
費
用
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
任
世
話
人
会 

  

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
す
す
め
る

石
川
の
会
を
発
足 
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友
禅
染
・
絵
詞 

『
め
ぐ
る
・
い
の
ち
』
紹
介 山

口
修
治 

 

 

七
尾
市
在
住
の
友
禅
作
家
の
志
田
弘
子

さ
ん
が
、
友
禅
染
・
絵
詞
『
め
ぐ
る
・
い
の

ち
』
を
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
五
年
前
に
第
一

作
の
『
き
っ
と 

き
っ
と
』
を
発
刊
さ
れ
、

第
二
作
と
な
る
今
回
は
、
福
島
第
一
原
発
事

故
後
の
五
年
間
に
志
田
さ
ん
が
心
痛
め
外

に
向
か
っ
て
発
せ
ざ
る
を
え
な
い
あ
ふ
れ

る
思
い
が
、
安
価
（
一
〇
〇
〇
円
）
で
す
ば

ら
し
い
本
に
な
り
ま
し
た
。
志
田
さ
ん
の
あ

ふ
れ
る
思
い
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
伝
え
た
い
、

共
感
し
合
い
た
い
と
い
う
思
い
が
本
に
な

り
ま
し
た
。 

 

「
み
ん
な
ど
こ
に
行
っ
た
」
「
鬼
と
な
り

て
も
」
「
翔
る
」
な
ど
な
ど
、
ど
の
ペ
ー
ジ

の
絵
詞
も
心
に
染
み
わ
た
り
、
読
み
終
え
る

 

と
何
故
か
ホ
ッ
と
安
堵
感
を
覚
え
ま
す
。
そ

し
て
、
な
ん
と
し
て
も
原
発
を
無
く
さ
な
け

れ
ば
、
戦
争
法
を
廃
止
に
し
な
け
れ
ば
、
と
、

思
い
を
強
め
て
く
れ
る
本
で
す
。
み
な
さ
ん

に
お
勧
め
い
た
し
ま
す
！
！ 

    

◎
日
本
の
明
日
に
大
き
く
影
響
す
る
参
院

選
が
終
わ
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
の
結
果
か
ら

何
を
ど
う
学
び
と
る
か
。 

私
に
は
参
院
選
の
原
風
景
と
し
て
蘇
る

映
像
が
あ
る
。
一
九
五
二
年
衆
院
選
の
後
、

「
岸
信
介
攻
撃
で
自
民
党
を
除
名
さ
れ
、
参

院
選
に
鞍
替
え
し
て
当
選
し
た
」
と
さ
れ
る

辻
政
信
だ
っ
た
か
、
幼
少
の
頃
住
ん
で
い
た

瓢
箪
町
校
下
の
裏
路
地
に
ま
で
や
っ
て
来

て
、
オ
ー
ト
三
輪
の
荷
台
に
立
っ
て
辻
立
ち

（
街
頭
演
説
）
し
て
回
る
選
挙
風
景
だ
。 

四
日
の
北
陸
中
日
新
聞
で
、
河
村
和
徳
氏

（
東
北
大
准
教
授
・
政
治
学
）
の
コ
メ
ン
ト

に
も
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
全
県
下
く
ま
な

く
回
り
地
域
住
民
と
握
手
を
繰
り
返
す
候

補
者
風
景
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
地
上
戦
」
と

「
空
中
戦
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
。 

選
挙
活
動
や
日
常
の
市
民
運
動
も
含
め
、

感
ず
る
と
こ
ろ
の
多
い
選
挙
結
果
だ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
深
く
学
び
と
り
、
立
憲
主
義
の
も

と
、
平
和
と
民
主
主
義
の
明
日
の
日
本
に
生

か
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。 

（
編
集
委
員 

永
山
孝
一
） 

◎
選
挙
中
の
対
話
で
、
「
書
い
て
あ
る
こ
と

は
正
論
だ
け
ど
…
」
と
い
う
声
に
よ
く
出
会

い
ま
し
た
。
選
挙
結
果
は
、
こ
の
「
け
ど
…
」

に
象
徴
さ
れ
る
〝
心
の
壁
〟
に
よ
る
も
の

が
大
き
い
、
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
気
分
感
情
の
問
題
に
、
容
易
な
解
決
法
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
非
合
理
を
理
性
で
越
え
る

の
は
、
も
と
も
と
困
難
な
も
の
で
す
。 

し
か
し
人
間
は
、
か
つ
て
地
動
説
を
唱
え

て
宗
教
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
肌
の
色
が
違
う

か
ら
と
差
別
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
歩
一

歩
そ
れ
を
克
服
し
、
今
日
の
時
点
に
お
け
る

社
会
意
識
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。 

い
つ
の
日
か
「
日
本
共
産
党
（
と
共
闘
）」

と
聞
く
と
引
い
て
し
ま
う
時
代
が
過
ぎ
去

り
、
唯
物
論
と
弁
証
法
の
統
一
理
論
が
最
も

科
学
的
な
世
界
観
で
あ
る
と
い
う
社
会
的

合
意
が
、
強
制
せ
ず
と
も
形
成
さ
れ
、
そ
れ

を
先
駆
的
に
唱
え
て
き
た
人
々
に
対
す
る

敬
意
が
行
き
渡
る
と
、
私
は
〝
心
の
壁
〟
は

自
然
と
氷
解
す
る
も
の
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
長
い
時
間
が
必
要
で
す
が
、
私
は

ガ
リ
レ
オ
の
『
そ
れ
で
も
地
球
は
動
く
』
の

気
分
で
す
。 

人
の
心
の
中
に
あ
る
差
別
意
識
は
古
来

よ
り
無
数
に
存
在
し
、
為
政
者
は
そ
れ
を
巧

み
に
操
り
、
時
に
は
蔑
視
と
敵
愾
心
を
煽
り

立
て
、
人
々
を
分
断
し
て
侵
略
戦
争
に
駆
り

立
て
た
の
は
、
隠
す
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
歴

史
の
事
実
で
す
。 

安
保
法
制
と
表
裏
一
体
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
本
当
の
下
心
は
、
経
済
の
軍
事
化
と
関

係
業
界
の
大
儲
け
に
あ
る
こ
と
が
バ
レ
れ

ば
、
人
心
の
支
持
は
一
気
に
失
わ
れ
る
こ
と

も
有
り
得
ま
す
。 

人
々
が
〝
心
の
壁
〟
を
乗
り
越
え
、
真
の

改
革
者
と
民
衆
が
手
を
取
り
合
え
ば
、
歴
史

は
一
歩
前
に
進
む
で
し
ょ
う
。 

 
 

（
編
集
長 

中
村
昭
一
） 

 

非
核
石
川
の
会 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

戦
争
か
平
和
か 

渡
辺
裕
子 

 

私
の
中
学
の
修
学
旅
行
は
京
都
と
広
島

で
し
た
。
そ
の
修
学
旅
行
で
初
め
て
広
島
の

原
爆
資
料
館
に
行
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
当

時
の
私
は
悲
惨
な
現
実
を
直
視
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ろ
く
に
見
な
い
ま
ま
資
料
館
を

出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
と
で
後
悔
し
ま
し

た
が
、
そ
の
こ
ろ
の
私
は
無
知
で
、
自
分
へ

の
関
わ
り
が
見
え
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。 

民
青
同
盟
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
な
学
習
や

独
習
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
日
本
の
戦
争

に
つ
い
て
少
し
ず
つ
知
り
ま
し
た
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
戦
争
に
完
全
な
敗
北
を
と
げ
、
も
う

友禅染・絵詞 

志田弘子（作） 

参
議
院
選
挙
を
終
え
て  
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戦
争
に
活
路
は
な
い
こ
と
は
誰
の
目
に
も

明
ら
か
な
の
に
、
天
皇
制
国
家
の
指
導
者
た

ち
は
こ
の
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
和
平

交
渉
を
拒
ん
だ
こ
と
。
あ
の
と
き
和
平
交
渉

に
踏
み
切
っ
て
い
れ
ば
、
八
月
の
広
島
、
長

崎
へ
の
原
爆
投
下
も
な
か
っ
た
可
能
性
が

大
き
い
こ
と
を
知
り
、
戦
争
は
人
の
命
よ
り

も
優
先
さ
れ
る
も
の
を
生
み
出
し
、
し
か
も

そ
の
優
先
さ
れ
る
も
の
は
圧
倒
的
多
数
の

人
に
と
っ
て
の
利
益
で
は
な
く
、
ほ
ん
の
一

部
の
人
に
と
っ
て
の
利
益
の
た
め
で
、
そ
ん

な
も
の
を
人
の
命
の
上
に
置
く
。
そ
れ
が
戦

争
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

中
学
生
の
と
き
は
目
を
そ
ら
し
た
現
実

を
受
け
止
め
る
た
め
に
も
、
も
う
一
度
原
爆

資
料
館
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
き

に
二
〇
一
二
年
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

私
は
空
き
時
間
に
、
ひ
と
り
で
原
爆
資
料

館
に
行
き
、
今
度
は
時
間
を
か
け
て
館
内
を

ま
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
ふ
と
気
に
な

っ
た
の
が
石
段
に
焼
き
付
い
た
人
影
が

年
々
薄
く
な
っ
て
い
る
と
は
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
本
当
に
中
学
生
の
こ
ろ
よ
り
も
薄

く
な
っ
て
い
る
気
が
し
て
、
こ
う
や
っ
て
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
こ
う
し
た
痕
跡
も
う
す

れ
、
被
爆
の
実
態
を
語
っ
て
く
れ
る
被
爆
者

も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
と
思
い
、
余

計
に
「
自
分
は
知
ら
な
い
、
関
係
な
い
」
で

は
す
ま
さ
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
と
き
は
参
議

院
選
挙
真
っ
た
だ
中
で
す
。
今
回
の
選
挙
は

「
戦
争
か
平
和
か
」
が
問
わ
れ
る
選
挙
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
若
い
世
代
が
立
ち
上

が
っ
た
選
挙
で
す
。
有
名
に
な
っ
た
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｌ
Ｄ
ｓ
の
学
生
た
ち
の
活
動
す
る
き
っ
か

け
を
聞
い
て
い
る
と
、
祖
父
母
の
戦
争
体
験

を
聞
い
て
と
い
う
人
が
少
な
く
な
い
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
戦
争
を
経

験
し
た
先
輩
方
の
努
力
が
着
実
に
実
を
結

び
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
度
は
私
た
ち
が
そ
れ
を
引
き
継
い
で
い

く
番
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

弥
生
の
そ
ら
は 

大
川
陽
一 

五
年
前
の
三
月
は 

春
ま
だ
寒
い 

昼
下
が
り 

大
地
が
震
え 

お
お
き
な
波
が
寄
せ 

透
明
な
風
が
吹
き 

た
く
さ
ん 

い
の
ち
が 

さ
ら
わ
れ
た 

大
声
で
呼
ぶ
名
前
は 

海
風
に
か
き
消
さ
れ 

空
と
海
の
彼
方
へ 

 

同
じ
三
月
の
終
わ
り 

わ
が
家
で 

ち
い
さ
な 

い
の
ち
が 

消
え
た 

娘
の 

う
で
の
中 

消
え
た 

抱
き
上
げ
た
ぬ
く
も
り
は 

今
も 

こ
の
指
が
覚
え
て
い
て 

あ
な
た
が 

私
た
ち
の 

家
族
で
あ
つ
た
意
味
を 

あ
な
た
が 

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を 

あ
れ
こ
れ
考
え
て 

 

大
乗
寺
動
物
霊
園
に
は 

い
く
つ
か
の 

真
新
し
い
新
し
い
花
が
添

え
ら
れ 

林
の
樹
々
は 

遅
い
春
の
訪
れ
を 

待
っ
て
い
た 

掌
を
合
わ
す 

視
線
の
先
の
山
並
み
に 

生
き
た
か
っ
た
人
々
の 

想
い
を
探
す 

東
北
の
空
の
下 

生
き
ね
ば
な
ら
な
い
人
々
の 

想
い
を
辿
る 

 

《
編
集
室
よ
り
》 

◎
今
年
の
参
院
選
で
は
安
保
法
制
の
廃
止

と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
の
後

押
し
に
よ
り
、
全
国
三
二
の
一
人
区
全
て
で

野
党
統
一
候
補
が
実
現
し
、
市
民
と
野
党
共

闘
に
よ
る
〝
市
民
参
加
型
の
選
挙
〟
が
行

わ
れ
た
。
石
川
選
挙
区
で
柴
田
未
来
候
補
を

全
力
で
支
援
し
た
い
し
か
わ
市
民
連
合
の

取
り
組
み
、
特
に
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
に
学
ん
だ

街
頭
宣
伝
を
記
録
に
留
め
て
お
き
た
い
。 

〇
街
頭
宣
伝
は
、
候
補
者
が
街
宣
車
の
上

か
ら
市
民
に
訴
え
る
形
か
ら
市
民
が
候
補

者
を
囲
み
、
市
民
と
候
補
者
が
一
体
と
な

る
絵
を
作
る
。 

〇
色
・
フ
ォ
ン
ト
を
す
べ
て
統
一
し
た「
み

ん
な
で
選
挙
を
つ
く
ろ
う
」「
市
民
が
変
わ

れ
ば
、
政
治
が
変
わ
る
」「
政
治
が
変
わ
れ

ば
、
暮
ら
し
が
変
わ
る
」
等
の
共
通
プ
ラ

カ
ー
ド
、
の
ぼ
り
旗
等
の
作
成
。 

〇
街
頭
宣
伝
は
賛
同
団
体
・
賛
同
人
に
呼

び
か
け
て
、
毎
週
火
曜
日
と
週
末
に
市
民

や
若
者
た
ち
が
集
ま
る
場
所
（
香
林
坊
ア

ト
リ
オ
前
、
竪
町
通
り
入
口
、
杜
の
里
イ

オ
ン
前
等
）
で
繰
り
返
し
実
施
。 

〇
投
票
を
呼
び
か
け
る
「
Ｈ
Ｏ
Ｗ 

Ｔ
Ｏ 

 

Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
（
投
票
ガ
イ
ド
）」「
一
五
分
で

わ
か
る
公
職
選
挙
法
」
等
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
大
量
に
活
用
・
配
布
。 

〇
ネ
ッ
ト
広
報
で
は
、
い
し
か
わ
市
民
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
の
積
極
的

活
用
と
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
る
情
報

の
共
有
化
。 

選
挙
戦
の
争
点
の
顕
在
化
に
よ
り
勝
利

し
た
東
北
や
沖
縄
等
の
教
訓
に
学
び
、
市
民

と
野
党
共
闘
の
い
っ
そ
う
の
発
展
に
よ
り
、

今
後
の
国
政
選
挙
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

（
か
） 
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「
被
爆
者
が
描
い
た
体
験
画
展
」
㉒ 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
川
県
原
爆
被
災
者
友
の
会 

 
 
 

中
田
喜
重 

 

八
月
六
日
被
爆
後
、
頭
が
割
れ
た 

あ
る
女
子
学
徒
報
国
隊
員 

頭
が
割
れ
て
い
る
の
を
両
手
で
押
さ
え

て
い
る
。
治
療
す
る
か
ら
手
を
離
せ
と
言
っ

た
が
、
手
を
頭
か
ら
離
さ
な
い
。 

仕
方
な
く
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
治
療
す
る
。 

後
日
、
手
を
放
し
て
治
療
す
る
も
、
死
亡

す
る
。 

 

 

原
爆
投
下
一
分
後
の
広
島
市 

一
分
前
ま
で
立
ち
並
ん
で
い
た
家
並
み

は
一
瞬
に
し
て
瓦
礫
と
木
片
と
化
し
た
。 

 

悪
夢
の
よ
う
な
瞬
間
で
あ
る
。 

 

こ
の
時
す
で
に
市
内
で
は
随
所
方
々
で

火
災
が
起
っ
て
い
た
。 

 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
伏
久
子 

 
（1997 年 7 月 7日、中田喜重撮影） 

◎
本
紙
前
号
の
コ
ラ
ム
欄
の
題
名
「
花
鳥
風

月
」
が
印
刷
ミ
ス
に
よ
り
、
印
字
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

 

  

月 日 曜 時 内容 場所

7 23 土 14:00 原発を考える女性の会総会記念講演／立石雅昭さん 金沢市近江町交流プラザ4階

24 日 10:00 「反核・平和おりづる市民のつどい2016」 金沢市卯辰山公園 平和の子ら像前広場

29 金 18:30 原水爆禁止世界大会学習と壮行会 金沢市京町勤医協会館

31 日 10:00 2016年いしかわピース９フェスティバル 白山市美川文化会館

8 　３日（水）～１７日（水）
反核・平和おりづる市民のつどい実行委員会
「原爆と人間展」＆「ちひろの平和のパネル」

石川県庁１９階展望ロビー

　４日（木）～６日（土） 原水爆禁止世界大会in広島 広島市

6 土 8:15 広島の日

6 土 15:00 医療・福祉問題研究会総会記念講演／河合克義さん 石川県社会福祉会館４階中ホール

　８日（月）～９日（火） 原水爆禁止世界大会in長崎 長崎市

9 火 11:02 長崎の日

12:30 核兵器廃絶署名６・９行動 金沢市武蔵町Mza前

　１０：００～１６：００　戦後７１年　原爆パネル展 金沢市近江町いちば館ひろば

15 月 12:00 終戦の日

12:00 沖縄連帯宣伝行動 金沢市武蔵町Ｍｚａ前

 20日（土）～21日（日） 2016年日本母親大会in石川・福井　（詳しくは実行委員会へ０７６－２１６－８０２２）

21 日 　同上記念講演　いのち輝く平和な沖縄・日本を　講師島洋子さん＝石川県産業展示館4号館

27 土 11:00 9条の会北陸ブロック交流会／講師　高田健さん 金沢市西念金沢勤労者プラザ

29 月 18:30 原水爆禁止世界大会報告会 金沢市京町勤医協会館

9 10 土 13:30 治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟石川県本部総会 金沢市西念金沢勤労者プラザ

15 木 12:00 沖縄連帯宣伝行動 金沢市武蔵町Ｍza前

25 日 13:00
核戦争を防止する石川医師の会「核兵器廃絶国際行動
デー／映画「ヒロシマ、そしてフクシマ」

石川県教育会館3階ホール

＊ 祝日は休日としています　＊毎週金曜日18：30　どいね原発アピール行動　金沢駅東口　　

≪非核平和・行事予定≫


